
４ 交際相手からの被害経験 

（１）10 歳代から 20 歳代での交際相手の有無 

 
10歳代から 20歳代の結婚前に、「交際相手がいた（いる）」という人は 53.7％である（図４－１－１）。 

 

男女別にみて、大きな差はみられない（図４－１－１）。 

 

 

【すべての方にお聞きします。】 

問14 あなたの 10 歳代から 20 歳代の経験についてお聞きします。結婚している方、結婚したことの 

ある方については、結婚前についてお答えください。 

あなたには、その当時、交際相手がいましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

結婚している方、結婚したことのある方については、後に配偶者となった相手以外についてお答え

ください。（○は１つ） 

 

 

図４－１－１ 10 歳代から 20 歳代での交際相手の有無 

 

交際相手がいた(いる) 交際相手はいなかった 無回答

ｎ

総 数 (2,888人)

女 性 (1,578人)

男 性 (1,310人)

53.7

55.3

51.8

43.8

42.0

46.1 2.1

2.8

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)
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 性・年齢別にみると（図４－１－２）、男女とも若年層ほど「交際相手がいた（いる）」という人が多

くなる傾向があるが、男性の 20 代では「交際相手がいなかった」という人が 35.6％と、男性の 40 代

(32.2％)とほぼ同率になっている。女性の20代から30代では、「交際相手がいた（いる）」（20代77.5％、

30 代 79.7％）という人が８割程度となっている。 

 一方、男女とも 60 歳以上になると、「交際相手がいなかった」（女性 69.7％、男性 65.1％）という人

が 6割を上回って多数を占めている。 

 

図４－１－２ 10 歳代から 20 歳代での交際相手の有無（性・年齢別） 

 
〔女性〕

交際相手が
いた(いる)

交際相手は
いなかった

無回答 〔男性〕
交際相手が
いた(いる)

交際相手は
いなかった

無回答

ｎ  ｎ

20 代 (187人) (135人)

30 代 (295人) (223人)

40 代 (293人) (236人)

50 代 (347人) (266人)

60 歳以上 (456人) (450人)

77.5

79.7

68.9

51.3

24.6

21.4

19.3

29.4

46.4

69.7 5.7

2.3

1.7

1.0

1.1

0 25 50 75 100 (%)

61.5

74.4

65.3

50.8

31.1

35.6

25.6

32.2

48.9

65.1 3.8

0.4

2.5

-

3.0

0 25 50 75 100 (%)
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（２）10 歳代から 20 歳代のときの交際相手からの被害経験 

10 歳代から 20 歳代の結婚前に、交際相手がいた（いる）人（1,550 人）に、当時の被害経験につい

て聞いた（図４－２－１）。 

 “なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行を受けた”

ことが「10 歳代にあった」人は 2.6％で、「20 歳代にあった」という人は 4.1％である。 

“人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な嫌がらせを受けた、あるい

は、あなたもしくはあなたの家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感じるような脅迫を受け

た”ことが「10 歳代にあった」人は 2.1％で、「20 歳代にあった」という人は 3.8％である。 

 さらに、これまでに“いやがっているのに性的な行為を強要された”ことが「10 歳代にあった」人は

1.4％で、「20 歳代にあった」人は 2.8％となっている。 

 

 

【問 14 で「1 交際相手がいた（いる）」と答えた方にお聞きします。】 

問 15 あなたは、10 歳代、20 歳代に、交際相手から次のようなことをされたことがありますか。Ａか

らＣのそれぞれについて、あてはまる番号にすべて○をつけてください。（○はいくつでも） 

 

 

図４－２－１ 10 歳代から 20 歳代のときの交際相手からの被害経験 

 

10 歳 代 に あ っ た

20 歳 代 に あ っ た

10歳代、20歳代のいずれ
にもなかった

無 回 答

2.6

4.1

92.6

1.2

2.1

3.8

93.0

1.6

1.4

2.8

94.1

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

Ａ身体的暴行(n＝1,550,M.T.=100.6)
Ｂ心理的攻撃(n＝1,550,M.T.=100.5)
Ｃ性的強要(n＝1,550,M.T.=100.1)

Ａ　なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行を受けた
Ｂ　人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な嫌がらせを受けた、あるいは、あなたもしくは
　　あなたの家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感じるような脅迫を受けた
Ｃ　いやがっているのに性的な行為を強要された
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男女別にみると（図４－２－２）、いずれの行為についても男性より女性の方が被害経験のある人がや

や多くなっているが、大きな差はみられない。 
 

図４－２－２ 10 歳代から 20 歳代のときの交際相手からの被害経験（男女別） 

 

10 歳 代 に あ っ た

20 歳 代 に あ っ た

10歳代、20歳代のいずれ
にもなかった

無 回 答

10 歳 代 に あ っ た

20 歳 代 に あ っ た

10歳代、20歳代のいずれ
にもなかった

無 回 答

10 歳 代 に あ っ た

20 歳 代 に あ っ た

10歳代、20歳代のいずれ
にもなかった

無 回 答

Ｃ　性的な行為を強要された

Ｂ　精神的な嫌がらせや恐怖を感じるような脅迫を受けた

Ａ　身体に対する暴行を受けた

2.6

4.1

92.6

1.2

3.4

6.1

90.3

1.0

1.6

1.6

95.7

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

総数(n＝1,550,M.T.=100.6)
女性(n＝  872,M.T.=100.8)
男性(n＝  678,M.T.=100.3)

2.1

3.8

93.0

1.6

3.0

5.0

91.3

1.5

1.0

2.2

95.1

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

総数(n＝1,550,M.T.=100.5)
女性(n＝  872,M.T.=100.8)
男性(n＝  678,M.T.=100.1)

1.4

2.8

94.1

1.9

2.1

4.4

92.2

1.6

0.4

0.7

96.6

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

総数(n＝1,550,M.T.=100.1)
女性(n＝  872,M.T.=100.2)
男性(n＝  678,M.T.=100.0)
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 性・年齢別にみると（図４－２－３）、“身体に対する暴行を受けた”経験は、女性の 20 代で「10 歳

代にあった」（9.0％）という人が、30 代で「20 歳代にあった」（10.6％）という人が、それぞれ１割前

後とやや多くなっている。 

“精神的な嫌がらせや恐怖を感じるような脅迫を受けた”ことが、「10 歳代にあった」という人は女

性の 20 代（7.6％）で、「20 歳代にあった」という人は女性の 20 代（7.6％）から 30 代（7.7％）で、

それぞれ１割弱となっている。 

“性的な行為を強要された”ことについても、「10 歳代にあった」という人が女性の 20 代（6.2％）

で、「20 歳代にあった」という人は女性の 30 代（7.2％）で、それぞれやや多くなっている。 

 

図４－２－３ 10 歳代から 20 歳代のときの交際相手からの被害経験（性・年齢別） 

 

Ａ　身体に対する暴行を受けた                            

〔女性〕 〔男性〕

10歳代にあっ
た

20歳代にあっ
た

10歳代、20歳
代のいずれに
もなかった

無 回 答

4.8

3.6

91.6

1.2

2.4

1.8

94.6

1.2

0.6

1.3

98.1

-

0.7

0.7

98.5

0.7

0.7

1.4

94.3

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

9.0

7.6

84.8

0.7

4.7

10.6

86.0

-

1.5

6.4

91.6

1.0

1.7

1.1

96.6

0.6

-

1.8

93.8

4.5

0102030405060708090100(%)

20　　代(n＝145,M.T.=102.1)
30　　代(n＝235,M.T.=101.3)
40　　代(n＝202,M.T.=100.5)
50　　代(n＝178,M.T.=100.0)
60歳以上(n＝112,M.T.=100.0)

20　　代(n＝ 83,M.T.=101.2)
30　　代(n＝166,M.T.=100.0)
40　　代(n＝154,M.T.=100.0)
50　　代(n＝135,M.T.=100.7)
60歳以上(n＝140,M.T.=100.0)

 

 
Ⅱ－４ 交際相手からの被害経験 

63



図４－２－３・つづき 

 

〔女性〕 〔男性〕

10歳代にあっ
た

20歳代にあっ
た

10歳代、20歳
代のいずれに
もなかった

無 回 答

Ｃ　性的な行為を強要された                                                                                    

〔女性〕 〔男性〕

10歳代にあっ
た

20歳代にあっ
た

10歳代、20歳
代のいずれに
もなかった

無 回 答

Ｂ　精神的な嫌がらせや恐怖を感じるような脅迫を受けた
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94.4
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-
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3.6
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-
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1.2
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-

-

99.4
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-
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-

-

94.3
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6.2

2.8

89.7

1.4

1.7
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91.1
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2.0
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92.1
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10 歳代から 20 歳代のときの交際相手からの被害経験の有無をみると（図４－２－４）、“身体に対す

る暴行を受けた”ことが、10 歳代、20 歳代であった人は女性 8.7％、男性 2.9％、“精神的な嫌がらせ

や恐怖を感じるような脅迫をうけた”は女性7.2％、男性3.1％、“性的な行為を強要された”は女性6.2％、

男性 1.2％で、いずれも女性に多くなっている。 

 

図４－２－４ 10 歳代から 20 歳代のときの交際相手からの被害経験（男女別） 

 

〔女性〕 〔男性〕

10歳代、
20歳代で
あった

無回答
10歳、
20歳代で
あった

無回答

Ａ身体に対する暴行を受けた

Ｂ
精神的な嫌がらせや恐怖を感じ
るような脅迫を受けた

Ｃ性 的 な 行 為 を 強 要 さ れ た

10歳代、20歳代のい
ずれにもなかった

10歳代、20歳代のい
ずれにもなかった

3.1

2.9

1.2

96.6

95.1

95.7

2.2

1.8

1.3

6.2

7.2

8.7

92.2

91.3

90.3

1.6

1.5

1.0

0 25 50 75 100(%)

(ｎ=872) (ｎ=678)

0 25 50 75 100(%)

 

 

10 歳代から 20 歳代のときの交際相手からの被害経験の有無をまとめてみると（図４－２－５）、当時

の交際相手から“身体的暴行”“心理的攻撃”“性的強要”のいずれかをされたことが「あった」（9.9％）

という人は１割で、女性（13.5％）が男性（5.2％）を８ポイント上回っている。 

 

図４－２－５ 10 歳代から 20 歳代のときの交際相手からの被害経験－まとめ（男女別） 

 

あった（計） まったくない 無回答

ｎ

総 数 (1,550人)

女 性 ( 872人)

男 性 ( 678人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

9.9
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5.2

89.0

85.7

93.4 1.5
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1.1
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さらに、性・年齢別に被害経験の有無をみると（図４－２－６）、男女とも若年齢層ほど被害経験の

ある人が多い傾向があるが、特に女性の 20 代（22.8％）から 30 代（18.7％）では２割前後が『あった』

と答えている。 

 

図４－２－６ 10 歳代から 20 歳代のときの交際相手からの被害経験－まとめ（性・年齢別） 

 

〔女性〕
あった
（計）

 まったく
 ない

無回答 〔男性〕
あった
（計）

 まったく
 ない

無回答

ｎ  ｎ

20 代 (145人) ( 83人)

30 代 (235人) (166人)

40 代 (202人) (154人)

50 代 (178人) (135人)

60歳以上 (112人) (140人)

0 25 50 75 100(%) 0 25 50 75 100(%)

22.8

18.7 81.3

87.1

92.1

93.8

12.4

5.6

5.4

76.6
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2.2
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-
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94.8

92.9

3.7

3.2

7.2

2.9

10.8

92.2

4.3
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0.6

1.2

 

 

10 歳代から 20 歳代のときの交際相手からの被害経験の有無を、「性・配偶者からの被害経験別（まと

め）」にみると（図４－２－７）、女性では、配偶者からの被害（身体的暴行・心理的攻撃・性的強要）

を１つでも受けたことが『何度もあった』という人で、４人に１人が過去に交際相手からの被害経験が

『あった』と答えている。また、配偶者からの被害経験が「まったくない」という女性でも、約１割が

過去に交際相手からの被害経験が『あった』と答えている。 

 

 

図４－２－７ 10 歳代から 20 歳代のときの交際相手からの被害経験－まとめ 

（性・配偶者からの被害経験別） 

〔女性〕
あった
（計）

まったく
ない

無回答 〔男性〕
あった
（計）

まったく
ない

無回答

ｎ  ｎ

何度もあった ( 79人) ( 17人)

1、2度あった (166人) ( 68人)

まったくない (442人) (429人)

〔配偶者から
の被害経験〕

0 25 50 75 100(%) 0 25 50 75 100(%)
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（３）交際相手から被害を受けた後の関係 

 10 歳代から 20 歳代の結婚前に、交際相手から被害を受けたことがある人（153 人）に、その行為を

受けたとき、相手との関係をどうしたのかを聞いたところ（図４－３－１）、「相手と別れた」人（49.7％）

が半数を占めている。 

 「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」（28.1％）という人は３割弱、「別れたい（別れ

よう）とは思わなかった」（20.3％）という人が２割となっている。 

 

 男女別にみると（図４－３－１）、女性では「相手と別れた」（50.8％）という人が半数を占め、次い

で「別れたいと思ったが、別れなかった」人（31.4％）が多くなっている。一方、該当数は 50 人に満

たないが男性では、「相手と別れた」（16 人）に次いで、「別れたいとは思わなかった」（12 人）が多く

なっている。 

 

 

【問 15でＡからＣのうち１つでも、「1 10 歳代にあった」「2 20 歳代にあった」と答えた方にお聞きし

ます。 

ＡからＣのすべてが、「3 まったくない」という方は８ページの問 20 にお進みください。】 

問 16 あなたは、交際相手からそのような行為を受けたとき、どうしましたか。あてはまる番号１つに

○をつけてください。（○は１つ） 

 

 

図４－３－１ 交際相手から被害を受けた後の関係 

 

相手と別れた
別れたい(別れよう)
と思ったが、別れな
かった

別れたい(別れよう)
とは思わなかった

無回答

ｎ

総 数 (153人)

女 性 (118人)

男 性 ( 35人)

49.7
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45.7

28.1
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17.1
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（４）別れなかった理由 

 交際相手から何らかの被害を受けたとき、相手と「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」

人（43 人）に別れなかった理由を聞いたところ（表４－４－１）、「相手が別れることに同意しなかった

から」という人が 43 人中 14 人で最も多く、次いで「相手には自分が必要だと思ったから」と「これ以

上は繰り返されないと思ったから」がともに７人、「相手の反応が怖かったから」が４人、「経済的な不

安があったから」が３人の順となっている。 

 

 

【問 16 で「2 別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」と回答した方にお聞きします。】 

問17 あなたが、相手と別れなかった最も大きな理由は何ですか。あてはまる番号１つに○をつけて 

ください。（○は１つ） 

 

 

表４－４－１ 別れなかった理由 

（人）

ｎ

相
手
が
別
れ
る
こ

と

に

同

意

し

な

か
っ

た
か
ら

相
手
に
は
自
分
が

必
要
だ
と
思
っ

た

か
ら

こ
れ
以
上
は
繰
り

返

さ

れ

な

い

と

思
っ

た
か
ら

相
手
の
反
応
が
怖

か
っ

た
か
ら

経
済
的
な
不
安
が

あ
っ

た
か
ら

周
囲
の
人
か
ら
、

別
れ
る
こ
と
に
反

対
さ
れ
た
か
ら

世
間
体
を
気
に
し

た
か
ら

そ

の

他

無

回

答

【 総 数 】 43 14 7 7 4 3 1 - 6 1

女 性 37 13 5 6 4 2 1 - 5 1

男 性 6 1 2 1 - 1 - - 1 -
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（５）交際相手からの被害の相談先 

 10 歳代から 20 歳代の結婚前に、交際相手から被害を受けたことがある人（153 人）に、受けた行為

についての相談先を聞いたところ（図４－５－１）、「友人・知人に相談した」が 45.1％で、最も多くあ

げられ、次いで「家族や親戚に相談した」が 10.5％となっているほかは、いずれも１～３％程度である。

「どこ（だれ）にも相談しなかった」（47.1％）という人は、半数近くなっている。 

 

 男女別にみると（図４－５－１）、交際相手からの被害を受けた女性の過半数は、「友人・知人に相談

した」（53.4％）と答えている。「どこ（だれ）にも相談しなかった」という女性は 39.0％で、ほぼ６割

の女性は交際相手からの被害について相談している。 

 

【交際相手から、問15のＡからＣの行為を受けたことがある方すべてにお聞きします。】 

問 18 あなたは、10 歳代、20 歳代に交際相手から受けたそのような行為について、だれかに打ち明け

たり、相談したりしましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも）

 

 

図４－５－１ 交際相手からの被害の相談先 

友 人 ・ 知 人 に 相 談 し た

家 族 や 親 戚 に 相 談 し た

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

警 察 に 連 絡 ・ 相 談 し た

民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士
会、カウンセラー・カウンセリング機関、民
間シェルターなど）に相談した

学校関係者（教員、養護教員、スクールカウ
ンセラーなど）に相談した

配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所そ
の他の施設）に相談した

法務局・地方法務局、人権擁護委員に相談し
た

男女共同参画センター／女性センター（ただ
し、配偶者暴力相談支援センターの機能を果
た す 施 設 を 除 く ） に 相 談 し た

上記（１～４）以外の公的な機関に相談した

そ の 他

ど こ （ だ れ ） に も 相 談 し な か っ た

無 回 答

45.1

10.5

2.6

2.0

1.3

0.7

-

-

-

-

0.7

47.1

3.3

53.4

13.6

3.4

2.5

1.7

-

-

-

-

-

0.8

39.0

1.7

17.1

-

-

-

-

2.9

-

-

-

-

-

74.3

8.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

総数(n＝153人,M.T.=113.1%)
女性(n＝118人,M.T.=116.1%)
男性(n＝ 35人,M.T.=102.9%)

 
Ⅱ－４ 交際相手からの被害経験 

69



（６）相談しなかった理由 

 10 歳代から 20 歳代の結婚前の交際相手からの被害について、どこ（だれ）にも相談しなかった人（72

人）が、相談しなかった理由としては（表４－６－１）、「相談するほどのことではないと思ったから」

が 45.8％で最も多くあげられ、次いで「自分にも悪いところがあると思ったから」（34.7％）が３割強

となっている。 

 

 

【問 18 で「12 どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えた方にお聞きします。】 

問 19 どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ 

さい。（○はいくつでも） 

 

 

表４－６－１ 相談しなかった理由 

（人）

n

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ

た
か

ら 自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ

た
か
ら

自
分
さ
え
が
ま
ん
す
れ
ば
、

な
ん
と
か
こ
の
ま

ま
や
っ

て
い
け
る
と
思
っ

た
か
ら

相
手
の
行
為
は
愛
情
の
表
現
だ
と
思
っ

た
か
ら

相

談

し

て

も

む

だ

だ

と

思

っ

た

か

ら

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
思
い
出
し
た
く
な
か
っ

た

か
ら

ど
こ
（

だ
れ
）

に
相
談
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
か
っ

た
か
ら

他

人

を

巻

き

込

み

た

く

な

か

っ

た

か

ら

恥
ず
か
し
く
て
だ
れ
に
も
言
え
な
か
っ

た
か
ら

世

間

体

が

悪

い

か

ら

相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
、

仕
返
し
を
受
け
た
り
、

も
っ

と

ひ
ど
い
暴
力
を
受
け
る
と
思
っ

た
か
ら

相
談
相
手
の
言
動
に
よ
っ

て
不
快
な
思
い
を
さ

せ
ら
れ
る
と
思
っ

た
か
ら

他
人
に
知
ら
れ
る
と
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
つ
き
合
い
（

仕
事
や

学
校
な
ど
の
人
間
関
係
）

が
で
き
な
く
な
る
と
思
っ

た
か
ら

加
害
者
に
「

誰
に
も
言
う
な
」

と
お
ど
さ
れ
た

か
ら

そ

の

他

無

回

答

回

答

計

【総 数】 72 33 25 14 13 12 9 8 8 6 3 2 2 2   - 4 2 143

女 性 46 17 13 6 9 5 6 6 3 4 2 2 2 2   - 3 1 81

男 性 26 16 12 8 4 7 3 2 5 2 1   -   -   -   - 1 1 62
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